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令和8年第9回野洲市教育委員会定例会
令和8年7月22日

【北脇教育長】　　それでは、定刻になりましたので、これより令和8年第9回野洲市教育委員会定例会を開会いたします。
　本日の出席委員は全員で、定足数に達していますので会議は成立しています。
　次に、日程第1、会期の決定についてですが、本日1日限りとしたいと思いますが、ご異議ございませんか。
（「異議なし」の声あり）
【北脇教育長】　　ご異議ないようですので、会期は本日1日限りといたします。
　次に、日程第2、令和8年第8回定例会議事録の承認についてですが、ご異議ございませんか。
（「異議なし」の声あり）
【北脇教育長】　　ご異議ないようですので、第8回定例会の議事録は承認されたものと認め、後ほど瀬古委員と山﨑委員にご署名をお願いします。
　次に、日程第3、令和8年第9回定例会議事録の署名委員の指名についてですが、会議規則第19条第2項の規定により、山﨑委員と野村委員を指名いたします。
　次に、日程第4、教育長事務報告に移ります。
　先月6月25日から7月21日までの事務報告について別紙をご覧ください。
　小中学校では、先週の金曜日に1学期の終業式、そして翌日の7月18日から8月31日まで、45日間の夏休みに入りました。6月4日に梅雨に入り、7月8日頃には梅雨明けをした近畿地方ではあるんですが、梅雨入りをした後、6月の中下旬頃は例年に比べても涼しいと感じる日も多々あったのですが、梅雨明け後は一転うだる気温、最近は猛暑日に迫る日々の連続、夜でも夏日、25度を下回らない日もあります。今週中頃辺りからは、全国的には酷暑日、40度の日もあるようです。少し前には台風接近の影響で局地的に降水量が増え、洪水や河川の氾濫でレベル4となり、避難指示を出された地域もあります。私自身も時々、暑いのか寒いのか分からなくなるときがあります。極端に言ったら、外は暑い、中は寒い。だんだんと自分自身で体温調節が効かなくなっているようで大変心配になっているんですが、くれぐれも皆さん方、熱中症には注意をいただきますようにお願いいたします。
　あわせまして、皆さんもご存じのように6月19日に東京都の北区の小学校で児童、教員11人がけがをする火事が発生をしています。
　また、今月の14日には、長崎県の雲仙市の小学校で火事がありました。
　また、同日熊本県の八代市の中学校でも火事が発生をしています。幸いにけが人はいなかったということではあるんですけれども、また7月10日、これも皆さん方もご存じいただいていると思いますが、湖南市の野洲川で高校生2人が川遊び中に溺れて亡くなっています。川遊びやプール、海水浴等水難事故にも注意が必要であると思います。
　実は私自身も高校生の頃に、化学か生物の授業で水質について調べるという課題が出されました。それで、私は自転車で野洲川の下流のほうのちょっと浅瀬の石積みがされているところにシートを敷きまして、1時間間隔ぐらいで小さな瓶に水を採集していました。昼を食べてからそのうちに寝てしまったんですけれども、目が覚めたときには、びっくりしたんですが、もう寝ているところまで水がついていました。どうやら寝てしまった数時間前には、野洲川のダムから水が放流されていたというふうなことだったようです。本当に自分がいるところの周りがもう水一面だったので、もう少し寝ていたらほんまに水に浸かっているなというふうな状況がありました。川の状況というのも分からずに川に近づくとか、あるいは完全に水の怖さというものを甘く見ていたようにも思ったところでした。今でも川を見ると、そのときの様子なんかを思い出してしまいます。今、私の戒め、それから2つのぼう災（防災・忘災）の視点というふうなこともあります。
　第3回の定例会、議会が6月26日に閉会をして、一般質問などの内容は前回報告をしましたが、その前日にいじめ問題専門委員会というのがありました。本年度1学期、重大事態にはならなかったものの、重大事態寸前の事案はありました。生徒指導ではかなり重い事案も発生しています。その都度、関係機関やスクールロイヤーとも連携をしながら、教育委員会事務局として組織的にその問題や事案等の解決に向け取り組んでいます。
　しかしながら、そのたびに指摘されるのは、やはり初期対応、組織対応です。いかに早い段階で組織として情報を共有しながら、また関係機関等とも連携しながら、課題解決を図ろうとするのか、組織体制はどうなのか、この辺りのことは教育委員会の日常的な報連相の状況や各校における危機意識によるところがかなり大きいと思っています。学校も事務局も再度、組織対応と学校、関係機関等との連携状況の見直し、学校ではされているところも多いと思いますが、個々の子どもたちについて語る、情報交換をする、この夏季休業期間中に、ぜひ研修として設けてほしいなというふうに思っています。
　そんな中で、実は昨年度2月のいじめ問題対策連絡協議会で委員から、いじめの問題を加害者、被害者の個人の問題として捉えが強く、いじめは犯罪という命や人権問題としての認識が甘く、市民への啓発も十分ではないとの強い問題提起というのがありました。この会議の座長、これは市長なんですが、市としても早急な対策、対応を講じる必要があると発言されたことを受けて、市民にもっと今の置かれている子どもの現状を知ってもらおう、またいじめ防止対策推進法には、いじめを学校だけの問題ではなく、社会全体で取り組むべき課題と位置づけている点からも、啓発の必要性を感じました。
　そこで、7月の31日に市内の自治会や関係団体等の皆さんを対象に、いじめ防止とその啓発についての講演会を予定しておりました。しかし、講師の方の急遽なご都合により中止せざるを得なくなりました。残念ですが、一旦は中止をさせていただき、再度実施できるかどうかを検討したいと思っています。
　なお、この講演会は、管理職研修会も兼ねてはいましたが、管理職の研修会については、別講師に依頼して実施をさせていただきます。
　また、6月下旬からは、3回に分けて教育委員さんと学校訪問をしました。2学期には幼稚園訪問を計画しています。
　また、教頭先生との面談を4回に分けて実施中でもあります。
　7月には大きな会議を二つ開催いたしました。一つは7月10日に開催した市長と教育委員さんによる総合教育会議です。幼小中、ふれあい相談センターからそれぞれに今の状況の取組、特にスペシャルサポートルーム、別室などの取組を通して、不登校支援の現状と課題についての報告を基に、一人一人の学びと育ちを支える視点から協議をしていただきました。
　さらに14日には、今年度からスタートをする中学校部活動地域展開運営協議会の第1回目を開催いたしました。出席者と報告や協議内容等は記載させていただいたとおりです。さすがに、それぞれの委員さんからは、事務局からの説明の後、間断なく質問や意見等が交わされ、市長の挨拶も含めてこの地域展開に対する期待とともに、野洲らしいよりよい地域連携、地域展開となることへの熱い思いを強く感じた次第です。私自身、部活動の地域展開については、以前、総合教育会議でのやり取りや教育委員さんからのお考えも含めて、部活動、地域展開の主語は生徒、働き方改革の主語は教員だと考えています。国では、働き方改革の弊害として、部活動の地域、最初は移行、今は展開と言われていますが、それは中学校の在勤と時間の縮減にどこまでつながるのか。給特法の教職調整額4％を毎年度1％ずつ増やして、最高10％にするというのはありますが、いつの間にか小学校の体育専科教員を指導員にという項目も出ています。
　私は、先ほど述べましたけれども、部活動の地域展開の主語が生徒だとすれば、生徒の放課後、休日、主に土曜日、日曜日と長期休暇等においては、生徒のやりたいスポーツ、文化活動をいかに持続可能な活動にするのかという視点で、野洲らしいモデルになるぐらいの検討をするべきであると思っています。やはりこれまで連綿と続いている部活動、中学校の教員にとったら、部活動の大改革、大転換を働き方改革と関連づけて考えるのではなく、働き方改革はあくまでも教員を主語にすることを基本に考えるべきだと思っています。
　第1回の会議では、本質的には今、私が話したような部活動地域展開構想が裏づけられたような意見と議論がされていましたので、次回のこの会議の中では、市の推進計画を示して、それを基により生徒が主語の部活動の地域展開の議論が深まるよう願っています。第2回目は10月15日の予定です。
　また、7月20日には、マイアミ浜、Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫前で開催をされましたマリンスポーツフェスティバルには、約150名の参加がありました。びわこ成蹊スポーツ大学の学生や野洲北中学校の卒業生の岩井壯太さん、彼は世界大会の日本代表なんですが、ＳＵＰのデモンストレーションやスタッフとして指導に加わるなど、この暑い夏、雄大な琵琶湖でマリンスポーツを楽しむ参加者の姿がとても印象的でありました。
　なお、7月1日の愛の声かけ運動、6月30日、7月7日、7月9日の学校訪問、そして7月10日の総合教育会議、7月15日の人権施策審議会等々におきまして、教育委員として、またそれぞれの立場から出席をされておりますので、後ほど教育委員の皆さんには、ご意見やご感想を聞かせていただければ幸いでございます。
　以上、事務報告とさせていただきます。
　そしたら、今も申させていただきましたけれども、それぞれ出席をいただいているような会議があったというふうに思いますので、教育委員さんのほうから、どれでも結構でございますので、少し感想等でも構いませんからお話をいただければありがたいです。
　野村先生、いかがでしたでしょうか。
　学校訪問についての資料は、今、お手元のところに入れさせていただいていますので、またご覧いただきたいと思います。
　野村先生には人権施策審議会や総合教育会議に出ていただいたと思うんですが、いかがですか。
【野村委員】　　総合教育会議に出席させてもらいまして、不登校に対する学校の対応も非常に手厚いなと感じました。我々が小さい頃のことを思いますと、対応されている人数とかも確認できたんですけれども、職員の数も増員されていたりとかしていたので非常に安心感が持てました。
　あとは、ＳＳＲをされていない三上小学校とか篠原小学校においても、しっかりと職員を配置してもらっていて、あとは学校以外でもそういう教育を受ける場所をちゃんと準備していただいていましたので、教育を受けるということに対して全ての児童生徒にしっかりした環境がしっかり準備されているなと。これにおいては、教育の機会均等においてもしっかりされているような印象を持ちました。
　以上です。
【北脇教育長】　　ありがとうございます。急に話を振りまして申し訳ございません。
　では南出委員、お願いします。
【南出委員】　　私は3回の学校訪問をさせていただいたお話をさせていただきます。
　まず、ハード面で言うと、学校によって環境を含めて、子どもたちの学びの場の違いを改めて感じました。順番には手を入れていただけるということですが、少しでも早くと思いながら見させていただきました。
　前回の定例会で、教員の中には社会人枠の音楽の先生がいらっしゃって、その先生の授業も拝見しました。もともと違うところでもご経験がおありということで、学校側も安心されていました。本来ならば、県費や市費で手厚く教員の方がいらっしゃると望ましいのですが、他の枠で先生がなっていただけることもありがたいことではありますし、ほかの学校も活用していただければありがたいと思いました。
　もう1点が、私自身が保護者なので、全ての学校の保護者対応についてお伺いしたところ、時間は要しているとのお話がありました。ただ、ぞうならないために、きめ細かな対応をしているとのことでした。
　先生方には子どもたちに全力で目を向けていただくべきだと思っておりますので、保護者対応については別途考えていく必要があると改めて感じました。
　以上です。
【北脇教育長】　　ありがとうございます。
　では、瀬古委員、いかがですか。
【瀬古委員】　私も学校訪問で6校へ行かせていただきました。その時気づいたことを申し上げたいと思います。1つは教育長からも説明がありましたが、東京の小学校での火災事故です。その後長崎県や熊本県でも、大きな火災にはならなかったのですが、起きました。野洲市としても対岸の火事で済ませることはできません。そういう観点から中主小学校と、北野学校で防災対策についてお聞きしました。どのような防災訓練をしているかということですが、中主小学校も、北野小学校も防災訓練については真剣に取り組んでおり、どちらも消防署指導の下で、北野小学校では8月、中主小学校では9月に火災訓練を予定していると聞いて安心しました。一つ間違えば子どもの命が失われる火災に巻き込まれないようぜひとも続けてほしいと思います。特に袋小路になっている教室とか、理科室や音楽室の準備室が、今回問題になっています。、学校訪問のときに見せていただきましたが、準備室というのは様々な物が雑多に置いてあるのですね。火災に対しては危険な要素があると思うです。日頃から火元管理者の見回りとか、特に整理整頓をぜひお願いしたいと意見を申し上げました。
　2つ目は、ＳＮＳ、ネットでのトラブル。今の小学生の多くがスマホでＳＮＳを利用しているのが実態だと思うのです。今日のニュース見ていましても、オーストラリアに次いでＥＵ、フランスも16歳以下の子どものＳＮＳを禁止すると。これは世界的な潮流だと思います。いずれ日本でもこのことは議論されるようになってきます。そうあるべきだと思いますので、そういう観点からの意見を申し上げました。
　それから、もう一つは、祇王小学校の学校司書さんが非常に明るい方で、熱心に取り組んでおられる様子を見せていただいて、強く印象に残りました。学校司書を配置していただいて、非常によかったと。子どもたちが保護者さんとのやり取りも含めて本に興味を持って、読書を楽しんでいただいたらと、それも印象に残っています。
　もう一つはコミュニティ・スクール。導入されて、もう助走期間を過ぎて、本格的な状況にならないといけない時期だと思うのですが、今回学校を訪問させていただいて、コミュニティ・スクールの本来あるべき姿、地域と学校が一体となって学校運営をする様子は感じられなかったと。まだ依然として学校側の指導、依頼によって、地域が支援するという形です。本来、もっと地域の方から積極的に学校に関わる姿がもう少し見られたらよかったなと、そんなことを感じた次第です。　
　以上です。
【北脇教育長】　　ありがとうございます。
　では、山﨑委員、お願いします。
【山﨑委員】　　私も学校訪問に寄せていただいた感想になるのですが、瀬古委員と重なるところが幾つかあります。
　まず一つ目は、どの学校も内情としては保護者態度も含めていろいろ課題があることをお聞きしましたが、児童生徒の様子は本当に落ち着いた学習態度でした。それは先生方が必死に対応してくださっていてのことですが、落ち着いた姿を見せてもらえて安心しました。
[bookmark: _GoBack]　2点目は、先ほどから話題になっています火事の際のことです。学校訪問に寄せていただいたときには、市教委から早速このことの確認、点検の連絡が行っていて、各学校でそれを点検された結果、実際の場を幾つか見せていただきました。もしこの場所で火事が起きたら、この窓から出てこの隙間にたまらないと駄目なのかという場所を実際に見せていただいて、防災マニュアル等考えていますし、実際の訓練もしていますが、改めて考えさせていただいた1場面でした。
　最後3点目は、今までＡＬＴ、学校司書の設置を、今年度は増員をお願いして、実際、それを2名にしていただいた現状も見せていただくことができました。小学校でも休み時間とかに関わってＡＬＴの先生の本来効果のある関わり方をしてくださっていることも聞かせていただきました。司書さんに関しては今年は3校見せていただけました。三上とか篠原のように、少人数の学校では先生方の数が少ないですので、司書の先生が連携して授業を組み立てたり、子どもに積極的に関わってくださったりすることで、本の好きな子の育成に大いに貢献してくださっている姿を見せていただきました。
【北脇教育長】　　ありがとうございました。それぞれの委員のほうから、私自身もなかなか気がついてないところをお話をいただきました。
　報告は以上でございますが、何かほかに質問等はよろしいでしょう。
（「なし」の声あり）
【北脇教育長】　　それでは、ないようですので、次に日程第5、付議事項(1)、議案に移ります。
　議案第38号から40号について、関連する内容であることから一括にて説明をお願いします。
　では、吉川次長、お願いします。
【教育部次長より説明】
【北脇教育長】　　ただいま説明がありました議案第38号から40号について、ご質問等はございませんか。
　では、瀬古委員、お願いします。
【瀬古委員】　　5月の委員会で、最低制限価格よりも低いことで不調に終わったという説明でした。そのときは、改めて設計内容を精査して再入札にかけると。その結果、今回落札されたということですね。
　参考までにお聞きします。詳細なことはもちろん言えないことは分かりますが、おおむねどの点を設計変更して、今回再入札をされたのかお聞きします。
【吉川教育部次長】　　吉川です。
　大きなところで言いますと、工期が約1か月少し短縮になりましたので、その工期を見直したところが大きなところです。それに係ります工期によって算定される諸経費、あるいは交通誘導員の数、そういったところを変更させていただいたところでありまして、大きな改修工事の中身につきましては、前回の入札プラス応札業者さんにヒアリングさせていただいたところ大きな問題ではなかったというふうに確認させていただきましたので、工事内容そのものについては大きな変化はございません。工期を変更させていただいたことが一番大きいと思います。
　以上です。
【北脇教育長】　　瀬古委員、いかがですか。
【瀬古委員】　発注の工事内容は変わらないが、期間を短縮したと。そうすることによって、業者は金額を上げて応札したということですね。その結果、最低制限価格を上回る落札額になったと。業者からすると、同じ業務内容で工事期間を短縮すると、業者にとっては厳しいというか、より難しい条件になると思うのです。にもかかわらず、その応札額を上げ最低制限価格を上回って落札したと。そこの部分が分かりにくいです。そこの説明をお願いします。
【吉川教育部次長】　　吉川です。
　確かに工期が短くなった分ではありますけれども、前回ヒアリングさせていただいたとき、まず終期ですね。令和9年の8月31日の終期を変える、いわゆる工事を短縮して可能かどうかを確認させていただいたら、絶対できないということはないというお話でありました。ですので、今回工期を短縮させていただいたというというところです。
　ただ、工期を短縮したというところになりますと、事業者さん、職人さんの数が増えていくのかなというところと、前回、年度当初というところもあって、かなり最初の工事であまり近隣の入札が少ないというところもあって、どうしても落札したかったという思いで応札したというお話もありまして、その辺、今回は見直しを事業者さんのほうでされたのかなというところと、社会情勢といいますか。危機でありますとか、その納品期間も工事が短縮された後、かなりシビアに見られて、見積もりなどを下請事業者さんと調整された結果、このような形で応札をしていただいたのかなというふうな感想は持っております。
　以上です。
【北脇教育長】　　よろしいでしょうか。
【瀬古委員】　　はい。
【北脇教育長】　　ほかよろしいですか。
（「なし」の声あり）
【北脇教育長】　　では、ないようですので、これより採決に移ります。
　まず、議案第38号、工事請負契約に関する意見について、北野小学校本館長寿命化建築主体工事について、賛成の方の挙手をお願いします。
（賛成者挙手）
【北脇教育長】　　挙手全員であります。よって、議案第38号は可決されました。
　続いて議案第39号、工事請負契約に関する意見について、北野小学校本館長寿命化電気設備工事について、賛成の方の挙手をお願いします。
（賛成者挙手）
【北脇教育長】　　挙手全員であります。よって、議案第39号は可決されました。
　続いて、議案第40号、工事請負契約に関する意見について、北野小学校本館長寿命化機械設備工事について、賛成の方の挙手をお願いします。
（賛成者挙手）
【北脇教育長】　　挙手全員であります。よって、議案第40号は可決されました。
　次に、議案41号、野洲市社会教育委員の委嘱について説明をお願いします。
　井狩課長、お願いします。
【生涯学習課長より説明】
【北脇教育長】　　ただいま説明がありました、議案第41号について、ご質問等はございませんか。よろしいでしょうか。
（「なし」の声あり）
【北脇教育長】　　では、ないようですので、これより採決に移ります。
　議案第41号、野洲市社会教育委員の委嘱について、賛成の方の挙手をお願いします。
（賛成者挙手）
【北脇教育長】　　挙手全員であります。よって、議案第41号は可決されました。
　次に、日程第6、報告事項に移ります。
　報告事項①、はつらつ野洲っ子中学生広場「私の思い2026」の結果について、ご質問等はございませんか。
　では、蜂屋参事。
【蜂屋生涯学習課参事】　　生涯学習課参事・蜂屋です。
　数字の訂正をお願いいたします。参加者の内訳ですけれども、中学生6名を主催関係者に入れてしまっていた関係で、保護者・学校関係を75名、主催関係者を21名に訂正をお願いいたします。
　すみません。よろしくお願いします。以上です。
【北脇教育長】　　学校関係者75名、主催関係者21名ということですね。
【蜂屋生涯学習課参事】　　はい。
【北脇教育長】　　では、ほかに質問等よろしいでしょうか。
（「なし」の声あり）
【北脇教育長】　　では、ないようですので、次に移ります。
　報告事項②、野洲市学校に行きづらい子どもの保護者のつどいについて、ご質問等はございませんか。よろしいでしょうか。
　では、野村委員、どうぞ。
【野村委員】　　何人ぐらいの参加を想定されているのでしょうか。
【堀ふれあい教育相談センター所長】　　ふれあい教育相談センター所長の堀です。
　昨年度に実施しましたところ、9名の方のご参加をいただきましたので、今年度10名から多ければ20名までの想定をしております。現在のところ、5名の方の申込みがありましたので、10名程度には行くかなと思っております。
　テトル配信のほうで今年度、市内の小中学校の校者向けに周知させていただきましたので、まだしばらくありますのでもう少し増えてほしいなという思いです。
　以上です。
【野村委員】　　子どもが9名。
【堀ふれあい教育相談センター所長】　　保護者のつどいですので。
【野村委員】　　保護者が9名。
【堀ふれあい教育相談センター所長】　　はい。
【野村委員】　　ありがとうございます。
【北脇教育長】　　では、ほかございませんか。
（「なし」の声あり）
【北脇教育長】　　では、ないようですので、次に移ります。
　報告事項③、北野小学校大規模改修事業新校舎工事について、ご質問等はございませんか。
　では、瀬古委員、お願いします。
【瀬古委員】　　北野小学校のこの校舎の増築工事については、令和6年度の教育委員会への議案として提示され、そのときに北野小学校の児童数は、竹ヶ丘の団地と大きな関係があり、これからは減少すると想定されることから増築するのはどうかという意見を申し上げました。
　もちろんそれだけが原因ではないと思いますが、計画を一旦保留して、令和8年度に改めて検討するということであったわけです。今回その結果、増築する必要はないと判断したということですね。それで、令和11年度以降も児童数は減っていくということで、増築しない現状のままであっても4教室の余裕が生まれると記述されています。先日、大規模改修事業の仮設校舎の状況も見せていただきました。増築をしない、今のままでも空き教室が4教室生まれるということですが、これをどのように利用するのかという点についてお聞きしたいと思います。
【吉川教育部次長】　　北野小学校からお話をいただきましたように、ほかの学校も同様に恐らく今後減少傾向にあるというところですので、野洲小学校については若干横ばい、ないし増えるということなんですけれども、いずれにしましても市内9小中学校教室の増築という必要性というところは今のところ見受けられないという結果を持っております。
　一方では特別支援教室のほうは増加傾向にもあるというところです。余裕とはいいますものの、特別支援教室、あるいは少人数であったりとか多目的であったりとかという形での多様な学校での授業の中での用途で使っていただける教室として、何らかの用途といいますか、役割を持たした形での教室の利用というところは、そこはまた各学校さんの中でも、学校運営の中で見ていただくことになると思います。
【瀬古委員】　　北野小学校は今現在大改修をしようとしているわけです。そのために仮設校舎を設置して、大改修をしようとしているのですから、今の回答だと、使いながら考えていくという感じに受け取れるのですが、この際、やはり具体的な方向性を持って、新たに生まれる空き教室のもっと積極的な計画をつくるべきだと思うのですが、どうですかね。
【吉川教育部次長】　　おっしゃるとおりだと思います。
　一方で、北野小学校は工事に入らせていただきまして、設計が整っている中での工事発注となっておりますので、何らかの用途という形で整えさせていただくと、追加工事という中での一定制約のある中での工事かなとは思っております。
　今後、今年、中主中学校のほうの改修に向けての設計とかも始まっておりますので、今後についてはそういう利用用途といいますか、はっきりした目的を持たした上でのそれに応じた改修というのは、おっしゃっていただいたように、可能かなというふうに思っております。北野小学校の工事の中で対応できるところは、学校のほうからのご意見をお伺いしながら、予算の範囲ではありますけれども、整えていければいいかなというふうには考えております。
【北脇教育長】　　いかがですか。
【瀬古委員】　　もちろん発注はしたけれども、しかし工事変更の余裕もあるはずです。ですから、学校あるいは保護者の要望を聞いていただいて、できる限り、融通性を持って、変更設計、変更工事への対応をぜひお願いしておきます。
【北脇教育長】　　では、続いて野村委員、お願いします。
【野村委員】　　北野小学校は工事発注かけているので増築さえ難しいような気がしたんです。
　ただ、今後、大規模な宅地開発とかそういう情報が多分ないからこういう話になっているんだろうなと思うんですけれども、市三宅のウェルシア薬局の周辺が結構宅地開発を今後するとかいう話になっているんですけれども、あの辺がもし本当に宅地開発が進んだ場合は、やっぱり教室が足りなくなるんではないかなと思ったんですけれども、あの辺は北野学区になるのか、もしくはひょっとしたら野洲学区に組み込まれたりするのかなと思って、その辺の学区であるとか今後のあの辺の宅地開発とかその場合、教室足りなくなるんではないかなとか、一瞬大きくされたりその辺は何か予定とかはあるものでしょうか。
【吉川教育部次長】　　今、おっしゃっていただいたのは、私もちょっとうろ覚えで申し訳ないですが、もしかすると野洲小学校区のほうに、ちょうど令和4年度に北野小学校区から野洲小学校区に見直しをかけた範囲になるかなと思っております。
　ただ、いずれにしまして、北野小学校、野洲小学校、他の学校も同様ですけれども、教室数の不足というところは見受けられませんし、大規模な宅地開発、今おっしゃっていただいたようなところ以外のものは確認しておりませんし、増築ですので2年、3年というスパンになりますので、その範囲の中での大規模な開発というところは、今のところ情報としては持っておりません、見受けられなかったというところでございます。
【野村委員】　　ありがとうございます。
【北脇教育長】　　ほかよろしいですか。
（「なし」の声あり）
【北脇教育長】　　では、ないようですので、次に移ります。
　報告事項④、職員の任免等について、ご質問等はございませんか。よろしいでしょうか。
（「なし」の声あり）
【北脇教育長】　　では、ないようですので、次に移ります。
　報告事項⑤、野洲市小中学校福祉車両等医療支援事業補助金交付要綱の制定について、ご質問等はございませんか。
　では、野村委員、お願いします。
【野村委員】　　発注主体は生徒が発注するのか、それとも野洲市が発注するのかということと、発注先が随意というか、任意なのかというのとどこに発注する予定でいるのかとか、あと利用想定される利用人数とか、あと金額とかその辺の何か見込みとかあるんでしょうか。
【吉川教育部次長】　　吉川です。
　まず、発注につきましては、補助金の交付先につきましては学校のほうで、修学旅行の福祉バスを借りられた場合、リフト付きの福祉バスであったりとか、福祉タクシーを借りられた場合、通常の場合ではいわゆる差額を補助させていただこうというものでございます。
　今年度、当初予算で43万8,000円を計上させていただいているところです。実際に対象者としましては、3名の方、いずれも中学校1校、小学校2校ということで、中学校の場合は3年生の方が1人と小学校のお2人6年生ということになります。ですので、少なくとも来年度につきましては、この小学校の方が中学校に新旧されて、養護学校等に行かれない場合、中学校に行かれる場合はお2人が対象になりますし、それ以外の転入であったりとか新入生の方が対象になってこられる場合は、こちらの補助の活用という形になるかと思います。
【北脇教育長】　　よろしいでしょうか。
【野村委員】　　全ての生徒が安心して参加できる体制を組んでいただけるとありがたいなと感じました。
【北脇教育長】　　はい、ありがとうございます。
　他によろしいですか。
（「なし」の声あり）
【北脇教育長】　　では、ないようですので、次に移ります。
　報告事項⑥、野洲市中学校部活動地域展開運営協議会設置要綱の制定について、ご質問等はございませんか。よろしいでしょうか。
（「なし」の声あり）
【北脇教育長】　　では、ないようですので、次に日程第7、その他に移ります。
　何かございますか。
　吉川次長。
【吉川教育部次長】　　吉川です。
　お手元にお配りさせていただいております図書館から移動図書館車の愛称募集ということで、このたび募集させていただくことになりました。募集期間、8月7日か9月20日ということで、市民さんを対象に幅広くお受けしようというものでございます。ホームページ、あるいは市の広報誌の8月号のほうで掲載をさせていただいているところですし、このようなチラシのほうは、公共施設、コミセンも含めて設置をさせていただこうというふうに考えておりますし、小学生の方については、ぜひ小学生の方に学校を通じてチラシのほうをお配りさせていただいて募集させていただこうというところでございます。
　この2月に、移動図書館車、お披露目させていただこうと思っておりますので、それに合わせてここのネーミング、愛称の決定もイベントとして催しをさせていただきたいなというふうに思っております。皆さんの積極的な応募を期待させていただいているところです。
　以上です。
【北脇教育長】　　では、ほかよろしいでしょうか。
（「なし」の声あり）
【北脇教育長】　　では、ないようですので、次に日程協議に移ります。
　まず、8月定例会は8月18日火曜日午後1時30分より、人権センターで開催しますので、よろしくお願いいたします。
　次に、9月定例会の日程についてお伺をいします。9月定例会は9月16日水曜日午後1時30分より、ふれあい教育相談センターで開催したいと思いますが、ご異議ございませんか。
（「異議なし」の声あり）
【北脇教育長】　　では、ご異議ないようですので、9月16日水曜日午後1時30分より、ふれあい教育相談センターで開催しますので、よろしくお願いします。
　以上で本日の日程は全て終了いたしました。これをもちまして、本日の会議を閉会いたします。お疲れ様でした。

――　了　――
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